｢衛生工事」の進展にみる長与専斎の衛生行政構想 by 小島 和貴











































































































































































のであり, 上水供給を実施するにあたっては,「水源, 濾過法, 分配法,



































































































































































































































































































































































































































師, 府県会議員, 公立病院長, 公立病院薬局長, 衛生課長, 警察官が充て
られていた。長与は住民の健康増進に際して医学等学術の知見を踏まえる
ことが重要であり, その「政務的運用」を求めていたが, この地方衛生会


































長与は明治 4 年の岩倉遣外使節団に随行し, 欧米の調査を進める中で








































































ていた理念は, ｢富ノ発達｣ の保護であり, そのためには｢文明ノ市街」を
建設しなければならないとするものであったのである。
５ お わ り に

























































































(２) Ａ.Ｂ.ジャネッタは長与が欧州の地で注目した “sanitary” や “Gesund-
heitspflege” について, 医者と患者の関係からなる伝統的な医療ではな
く, 国家の責務に基づいた公的な事業であったことを強調する (Ann
Bowman Jannetta, “From Physician to Bureaucrat : The Case of Nagayo
Sensai,” New Directions in the Study of Meiji Japan, ed. Helen Hardacre with


























日本公衆衛生協会, 1983年, 大霞会『内務省史』(第 3 巻）原書房,
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